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日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

五
十
崎
方
面
隊

　
　
　
　
　

副
団
長　

稲
月
伸
次

（
精
績
章
）

五
十
崎
方
面
隊

中
央
分
団　

分
団
長　

宮
脇
敏
臣

天
神
分
団　

分
団
長　

沖
野　

勲

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

　
　
　
　
　

副
団
長　

篠
﨑
弥
継

五
城
分
団　

分
団
長　

泉
隆
一
郎

大
瀬
分
団　
　

団
員　

正
岡
貞
弘

満
穂
分
団　
　

団
員　

上
本　

晃

小
田
方
面
隊

参
川
分
団　
　

班
長　

山
本
勝
利

　
　
　
　
　
　

団
員　
岩
岡
多
美
夫

小
田
分
団　
　

班
長　

松
永
郁
雄

田
渡
分
団　
　

団
員　

大
西
勇
記

　
　
　
　
　
　

団
員　

土
居
正
一

愛
媛
県
知
事
表
彰

（
功
労
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
副
分
団
長　

大
藤　

聡

五
十
崎
方
面
隊　

五
十
崎
分
団
副
分
団
長　

矢
野
良
平

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
副
分
団
長　

福
本　

豊

小
田
分
団
副
分
団
長　

松
本
福
輝

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）　

内
子
方
面
隊

大
瀬
分
団　

分
団
長　

沖
野　

久

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団
分
団
長　

西
田
一
朗

小
田
方
面
隊

田
渡
分
団　

分
団
長　

上
野　

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団　
　

団
員　

尾
上　

敏

　
　
　
　
　
　

団
員　

松
元
真
二

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
田
仁
智

五
城
分
団　
　

団
員　

宮
内
史
一

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
川
政
一

　
　
　
　
　
　

団
員　

谷
田
健
児

　
　
　
　
　
　

団
員　

寺
岡
正
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
内
康
祐

大
瀬
分
団　
　

団
員　

泉　
　

等

　
　
　
　
　
　

団
員　

井
上
洋
之

　
　
　
　
　
　

団
員　

髙
橋　

実

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
田
憂
一

　
　
　
　
　
　

団
員　

東
灘
将
吾

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
崎
正
人

立
川
分
団　
　

班
長　

白
石
豊
重

満
穂
分
団　
　

団
員　

池
田
正
治

　
　
　
　
　
　

団
員　

上
田
公
平

　
　
　
　
　
　

団
員　

一
柳
雅
之

　
　
　
　
　
　

団
員　

大
木
敏
志

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団　

団
員　

都
築
弘
二

小
田
方
面
隊

参
川
分
団　
　

団
員　

永
居
謙
二

　
　
　
　
　
　

団
員　

本
田
健
一

小
田
分
団　
　

団
員　

大
本
克
彦

　
　
　
　
　
　

団
員　

髙
岡
正
人

田
渡
分
団　
　

団
員　

藤
原
幸
夫

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
田
新
司

家
族
内
助
の
功
労
者
表
彰

宮
岡
利
則
氏
の
妻　
　

宮
岡
惠
美

優
良
団
体
表
彰

重
松
地
区
自
主
防
災
組
織

　
　
　
　
　
　

会
長　

児
玉
武
志

南
山
自
主
防
災
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

源
田
幸
生

親
子
団
員
表
彰

参
川
分
団　
　

団
員　

山
本
幸
一

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
本
貴
彬

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団　
　

団
員　

山
本
貴
嗣

　
　
　
　
　
　

団
員　

兵
頭
和
也

　
　
　
　
　
　

団
員　

小
河
卓
也

　
　
　
　
　
　

団
員　
多
比
良
康
彦

五
城
分
団　
　

団
員　

峯
下
淳
一

　
　
　
　
　
　

団
員　

石
川
和
史

　
　
　
　
　
　

団
員　

安
部
喬
也

大
瀬
分
団　
　

団
員　

窪　

和
正

　
　
　
　
　
　

団
員　

明
智
洋
平

　
　
　
　
　
　

団
員　

谷
岡
範
彦

立
川
分
団　
　

団
員　

植
岡
孝
康

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
岡
祥
生

満
穂
分
団　
　

団
員　

﨑
岡
健
彦

　
　
　
　
　
　

団
員　

武
藤
浩
次

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
田
和
幸

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団　

団
員　
大
久
保
真
一

平
岡
分
団　
　

団
員　

岡
田
敏
嘉

　
　
　
　
　
　

団
員　

松
岡
裕
太

　
　
　
　
　
　

団
員　

城
本
英
二

　
　
　
　
　
　

団
員　

西
川
忠
裕

　
　
　
　
　
　

団
員　
森
石
健
太
郎

天
神
分
団　
　

団
員　

宮
内
大
輔

　
　
　
　
　
　

団
員　

松
本
浩
二

　
　
　
　
　
　

団
員　

和
田
哲
男

　
　
　
　
　
　

団
員　

久
保
靖
浩

御
祓
分
団　
　

団
員　

力
石
浩
介

小
田
方
面
隊

小
田
分
団　
　

団
員　

野
口
直
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

亀
岡
康
平

（
規
律
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団　
　

団
員　

西
岡
俊
彦

立
川
分
団　
　

団
員　
木
村
聖
一
朗

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団　

団
員　
矢
野
慎
太
郎

平
岡
分
団　
　

班
長　

和
氣
充
裕

小
田
方
面
隊

参
川
分
団　
　

団
員　

吉
田　

豊

小
田
分
団　
　

団
員　

田
中
良
太

内
子
町
長
表
彰

内
子
方
面
隊

内
子
分
団　
　

団
員　

大
本
貴
史

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
野
正
浩

　
　
　
　
　
　

団
員　

川
本
将
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

小
野
正
人

　
　
　
　
　
　

団
員　

河
野
広
基

　
　
　
　
　
　

団
員　

大
野
剛
嗣

五
城
分
団　
　

団
員　

幸
山
一
真

　
　
　
　
　
　

団
員　

黒
田
昭
平

　
　
　
　
　
　

団
員　

圡
井
幸
二

　
　
　
　
　
　

団
員　

六
車
英
親

大
瀬
分
団　
　

団
員　

上
田
智
広

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
塚
翔
三

　
　
　
　
　
　

団
員　

笹
本
清
只

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
田
和
寛

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
田
拓
弥

　
　
　
　
　
　

団
員　

明
智
慎
介

　
　
　
　
　
　

団
員　

佐
伯
孝
也

　
　
　
　
　
　

団
員　

佐
伯
直
人

　
　
　
　
　
　

団
員　

冨
永
真
照

　
　
　
　
　
　

団
員　

石
森
信
之

満
穂
分
団　
　

団
員　

大
﨑　

考

　
　
　
　
　
　

団
員　

横
田
暁
和

五
十
崎
方
面
隊

中
央
分
団　
　

団
員　

谷
田
知
優

平
岡
分
団　
　

班
長　

白
石　

仁

　
　
　
　
　
　

団
員　

大
森
敦
司

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
池
竜
也

天
神
分
団　
　

団
員　

松
居
禎
章

　
　
　
　
　
　

団
員　

吉
田
順
一

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
田
敏
直

　
　
　
　
　

   

団
員　

國
分
茂
樹

小
田
方
面
隊

参
川
分
団　
　

団
員　

山
本
貴
彬

　
　
　
　
　
　

団
員　

藤
村
雄
二

小
田
分
団　
　

団
員　

水
岡　

学

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
岡
卓
磨

※
順
不
同
、
敬
称
略

無
火
災
表
彰

（
５
年
間
）　
田
渡
分
団

（
３
年
間
）　
大
瀬
分
団

（
２
年
間
）　
五
十
崎
分
団

　
　
　
　
　

平
岡
分
団

　
　
　
　
　

参
川
分
団

（
１
年
間
）　
内
子
分
団

　
　
　
　
　

五
城
分
団

　
　
　
　
　

満
穂
分
団

　
　
　
　
　

天
神
分
団

「令和２年内子町消防出初式」
功績をたたえ116人・11団体を表彰

　「令和２年内子町消防出初式」は２月16日、内子町共生館で行われまし
た。稲本隆

た か と し

壽町長や森永和
か ず お

夫内子町議会議長をはじめ多数の関係者が出
席。団員や関係者の消防活動の功績をたたえて各種表彰が行われました。
　受賞者は次のとおりです。

親子団員表彰を受ける山本幸一さん

　

愛
媛
県
市
町
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
会
が
1
月
22

日
に
開
か
れ
、『
広
報
う
ち

こ
』が
広
報
紙
・
町
部
で
特

選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
12
月
号
の
特
集

で
は
分
校
に
な
る
小
田
高
校

を
取
り
上
げ
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
の
意
義
を
考
え

ま
し
た
。
講
評
で
は「
住
民

主
体
の
紙
面
で
、
人
々
の
思

い
が
伝
わ
る
。
地
域
力
や
町

の
一
体
感
を
感
じ
た
」
と
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
賞
は
素
晴
ら
し
い
活
動

を
続
け
る
皆
さ
ん
、
応
援
し

て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
み
ん
な
で
作
る
広
報

は
、
今
年
も
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
へ
出
品
さ
れ
ま
す
。

中
村
知
事
に「
時
広
」と
書
い
た
小
凧
を

贈
っ
た
奥
島
さ
ん（
左
）

広
報
紙
・
町
部
で
特
選
を
受
賞
し
た『
広

報
う
ち
こ
12
月
号
』の
表
紙

愛
媛
県
市
町
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
受
賞

『
広
報
う
ち
こ
』が
８
年
連
続
で
全
国
へ
―
―

凧
作
り
の
技
術
と
継
承
の
功
績
を
顕
彰

奥
島
重
利
さ
ん
に
知
事
感
謝
状
を
贈
呈

　

南
予
風
物
詩
伝
統
技
術

者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
１

月
29
日
、
愛
媛
県
庁
で
行
わ

れ
、
中
村
時と

き
ひ
ろ広
知
事
か
ら
凧

師
の
奥
島
重し

げ
と
し利
さ
ん
に
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
、
伝
統
行
事
に

不
可
欠
な
物
を
作
る
こ
と
で

保
存
伝
承
に
貢
献
し
て
い
る

者
に
贈
ら
れ
ま
す
。
奥
島
さ

ん
は
真
穴
座
敷
雛
の
棟
梁

に
続
き
、
２
人
目
の
被
贈
呈

者
と
な
り
ま
し
た
。「
い
か
ざ

き
大
凧
合
戦
」
を
長
年
に
わ

た
り
支
え
て
き
た
奥
島
さ
ん

は
、「
身
に
余
る
光
栄
。
軽
く

て
揚
が
り
や
す
い
凧
作
り
の

技
を
磨
い
て
き
た
の
で
、
そ

れ
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
」

と
喜
び
ま
し
た
。

商
店
街
の
歴
史
の
物
語
を
垣
間
見
る

貴
重
な
建
物「
森
家
」を
特
別
公
開

　

江
戸
後
期
の
建
造
物
が
残

る
森
家
を
公
開
し
た「
森
家

ノ
か
い
ま
み
」（
内
子
歴
史
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主

催
）が
１
月
31
日
～
２
月
２

日
の
間
、
本
町
商
店
街
に
あ

る
同
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
森
家
活
用
の
イ

メ
ー
ジ
模
型
や
調
査
結
果
の

パ
ネ
ル
な
ど
が
展
示
さ
れ
た

他
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
地

元
の
人
な
ど
約
２
０
０
人
が

１ 
森
家
の
活
用
案
な
ど
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
人
が
関
心
を
深
め
た
　

２ 
展
示
の
協
力
を
し
た
日
隈
さ
ん（
左
）と
岡
田
さ
ん
。
建
物
は
森
家
の
客
座
敷

来
場
し
、
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
来
場
者
か
ら
は「
こ

れ
だ
け
の
建
物
が
残
っ
て
い

る
な
ん
て
。
活
か
せ
た
ら
お

も
し
ろ
い
」「
修
理
が
大
変
そ

う
だ
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。
模
型
制
作
な
ど
で
協

力
し
た
東
京
大
学
大
学
院
生

の
日ひ

ぐ
ま隈
壮そ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
と
岡
田

潤じ
ゅ
ん

さ
ん
は「
活
用
を
進
め
る

に
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
力
が

必
要
。
今
後
も
一
緒
に
協
力

で
き
れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。
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